
大田区景観審議会（第７回） 
 

 

議 題 

 

１ （仮称）洗足池景観形成重点地区の追加指定等に伴う大田区景観 

計画の変更（素案）について 

２ 第２回大田区景観まちづくり賞（案）について 

 

 

日 時 

 

                   開会  18時00分 

平成29年３月22日（水） 

                   閉会  19時22分 

 

場 所 

 

 

 

  大田区本庁舎２階 201～203会議室 

 

 

 

 

 

委 員 

 

    ○ 中井検裕   ○ 野原 卓   ○ 福井恒明 

    ○ 大澤昭彦   欠 杉田早苗   ○ 杉山朗子 

    ○ 樋口幸雄   ○ 宮澤信一   ○ 田村知之 

    ○ 山中誠一郎  ○ 川尻幸由   ○ 平澤芳雄 

    ○ 荘真木子   ○ 加藤芳夫 

○印出席者 

 

 

 

出 席 

幹 事 

 

 

  まちづくり推進部長（黒澤） 

都市基盤整備部長（荒井） 

  都市基盤管理課長（明立） 

  道路公園課長（久保） 

  都市計画課長（保下） 

 

 傍聴者 4名 

 

 

 



 

 

 

議 

 

 

事 

 

 

議題１ 第一号議案 （仮称）洗足池景観形成重点地区の追加指定等に伴う 

大田区景観計画の変更（素案）について 

議題２ 第二号議案 第２回大田区景観まちづくり賞（案）について 

 

報告  平成28年度景観計画運用状況及び景観アドバイザー会議について 

 

 

 

 議決事項 

議題１ 第一号議案は、諮問のとおり定めることが適当である。 

議題２ 第二号議案は、諮問のとおり定めることが適当である。 

 

 

その他 

 配付資料 資料１ 大田区景観審議会委員名簿・座席表 

資料２ 第一号議案諮問文・第二号議案諮問文 

資料３ （仮称）洗足池景観形成重点地区の追加指定等に伴う大田区

景観計画の変更（素案） 

資料４ 第２回大田区景観まちづくり賞（案） 

資料５ 第２回大田区景観まちづくり賞募集パンフレットイメージ 

当日資料１ 平成28年度大田区景観計画の運用（事前協議・届出件数 

等）について 

      当日資料２ 平成28年度大田区景観アドバイザー会議内容一覧 

 



－- 1 -－ 

保 下 幹 事  定刻となりましたので、始めさせていただきます。 

 本日はお忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございます。 

 本日司会を務めさせていただきます、都市計画課長の保下でござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは早速でございますが、ここからの議事につきましては会

長に進行をお願いいたします。 

中 井 会 長  皆様こんばんは。 

 それでは、開会に先立ちまして、本日の審議会の成立につきま

して、事務局よりご報告をお願いします。 

保 下 幹 事  本日の審議会の成立につきまして、ご報告申し上げます。 

 審議会の成立要件につきましては、大田区景観条例施行規則第30

条第６項において、「審議会は委員の半数以上の出席がなければ会

議を開くことができない。」と規定されています。本日の委員の出

席状況でございますが、委員14名のうち、出席13名、欠席1名によ

り定足数を満たしております。また、本日の傍聴申し込み者数につ

きましては、4名となっております。 

中 井 会 長  はい、ありがとうございました。ただいま事務局から報告があ

りましたように、定足数に達しておりますので、本審議会は成立し

ております。 

 ここで、「第７回大田区景観審議会」の開会を宣言いたします。 

 傍聴者の入室をお願いいたします。遅れて来られる傍聴者がおら

れましたら、随時入室許可するということでご対応ください。 

（傍聴者入室） 

         それでは、本日の議題につきまして、まず事務局よりご報告をお

願いします。 

保 下 幹 事  最初に配付いたしました資料を確認させていただきます。皆さ

んのお手元にございます次第をご覧ください。 

 次第の下に、本日の配付資料を示しております。１枚おめくり

いただきまして、資料１、「大田区景観審議会委員名簿・座席

表」でございます。資料２、「第1号議案諮問文・第2号議案諮問

文」でございます。資料３、「（仮称）洗足池景観形成重点地区

の追加指定等に伴う大田区景観計画の変更（素案）」でございま
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す。続きまして、資料４、 「第２回大田区景観まちづくり賞

（案）」でございます。資料５、「第２回大田区景観まちづくり

賞募集パンフレットイメージ」でございます。 

 資料１から５でございます。過不足等はございませんでしょう

か。 

（なし） 

         よろしければ、先へ進めさせていただきます。 

         本日は案件２件となりますので、よろしくお願いいたします。 

中 井 会 長  それでは議案が２件ございまして、第１号と第２号ということ

で、資料に諮問文が添えられておりますが、順にまいりたいと思

います。 

 大田区長より大田区景観審議会会長宛てに、平成２９年３月２

日付けで、第１号議案「（仮称）洗足池景観形成重点地区の追加

指定等に伴う大田区景観計画の変更（素案）について」が示され

ておりますので、これを議案といたします。 

 それでは、諮問文の朗読をお願いいたします。 

保 下 幹 事  それでは、諮問文を朗読させていただきます。お手元に配付さ

せていただきました資料２、第１号議案の諮問文をご覧ください。 

 それでは読み上げます。 

 第１号議案「（仮称）洗足池景観形成重点地区の追加指定に伴

う大田区景観計画の変更(素案)について」でございます。 

 大田区景観条例第24条第２項第１号の規定により、下記のとお

り諮問いたします。 

 諮問文の朗読は以上でございます。 

中 井 会 長  それではこの議案を上程し、審議をしたいと思います。 

 幹事より議案の説明をお願いいたします。 

保 下 幹 事  資料３をご覧ください。 

 資料３「（仮称）洗足池景観形成重点地区の追加指定等に伴う大

田区景観計画の変更（素案）」をご覧ください。担当より説明させ

ていただきます。 

事 務 局  説明に入らせていただきます。 

 本件は前回平成28年10月の第６回大田区景観審議会において報告
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させていただいておりますが、本審議会においては景観審議会専門

部会の意見を踏まえて作成した素案について、諮問するものでござ

います。 

 それでは素案について説明させていただきますので、資料３の１

ページ目をご覧ください。 

 はじめに、本地区を景観形成重点地区とする検討を行っている経

緯を改めて説明させていただきます。 

 大田区景観計画において、重点的に景観形成を進める地区、景観

形成重点地区を４地区指定しております。 

 さらに、今後、景観形成重点地区の追加指定を検討する地区とし

て、蒲田駅周辺、大森駅周辺、南北崖線、美原通り、羽田地区の５

地区を挙げております。 

 本件はこの５地区と比較して、①としまして景観上の重要な位置

付けがあること。②としまして、地元の景観まちづくりが活発化し

ていること。③としまして、勝海舟記念館の保全・活用をはじめと

した歴史的資源を生かした整備が進行中であることから、先行して

検討に着手いたしました。 

 ページ中ほどに、景観の現状を写した写真を載せております。左

上は住宅地におけるものとなっております。右上は、中原街道にお

けるもの、一番下の写真は、洗足池公園から周辺を臨んだものとな

っております。洗足池公園から周辺を臨むと、著しく景観を阻害す

るものはありませんが、一部には樹木間にあらわれている建築物が

あるという現状となっております。 

 次のページをご覧ください。 

 洗足池周辺における景観形成の概要を説明させていただきます。

洗足池周辺では、風致地区にふさわしい洗足池周辺の良好な住宅地

景観と、洗足池公園内からの良好な景観を保全することを目的とし

て２つの景観形成に取り組んでまいりたいと考えております。 

 ①としまして、地図上に赤枠で囲われている地区となります。こ

ちらは、地区独自の目標・方針及び指針を定め、景観形成の誘導を

図る景観形成重点地区にすることを考えております。 

 次に、②としまして、地図上に水色の斜線がかかっている地区と
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なりますが、こちらは当該地区に該当する３つの市街地類型。東京

都で言いますと一般地区の内容に、洗足池公園や洗足池駅周辺から

の見え方に配慮していただく基準を追加すること。この２つにより

景観形成に取り組んでまいりたいと考えております。 

 次のページをご覧ください。 

 これからの説明においては、現在の景観計画を確認したいという

こともあると思われますので、机上に景観計画の冊子を用意いたし

ました。必要に応じてご覧ください。 

 それでは説明させていただきます。 

 先ほどのページにおいて示しました、①の取り組みである景観形

成重点地区による景観形成について説明させていただきます。大田

区景観計画における景観形成重点地区は、空港臨海部、国分寺崖線、

多摩川、呑川の、現在は４地区になっております。こちらに関しま

しては、景観計画においては30ページに記載しておりますので、参

考にご覧ください。 

 その景観形成重点地区に、本件（仮称）洗足池景観形成重点地区

を５つ目の地区として追加指定し、地区独自の目標、方針、及び基

準を定め、景観形成の誘導を図っていこうというものでございます。 

 本地区の位置でございますが、下の図で大田区全域の地図があり

ますが、そちらで薄い緑色に着色されている部分が本地区になって

おります。 

 次のページをご覧ください。 

 景観形成重点地区の内容について説明させていただきます。本地

区の区域は、先ほど２ページにおいて赤い枠で囲われていた範囲で

すが、こちらの地区、文言に表しますと洗足池風致地区、洗足風致

地区地区計画の区域、及びその南側にある中原街道沿道の区域とし

ます。 

 景観形成の目標としましては、洗足池公園を中心とした潤いのあ

る自然環境や、豊かな歴史的資源、良好な住宅地などが調和した景

観づくり目標といたします。 

 本地区の景観の特徴としまして主なものとして、洗足池公園を中

心とした緑豊かな自然環境と調和した住宅地区。洗足池公園や洗足
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池駅周辺からの開放的な景観であります。さらに、本地区に関しま

して２つの特徴を持っています。 

 １つ目は、中原街道沿道を除く住宅地区となっております。こち

らの特徴としましては、一例として写真を載せておりますが、緑豊

かで低層な閑静な住宅地、洗足池公園内その周辺に点在する歴史的

資源、変化にとんだ景観でございます。 

 ２つ目は、中原街道の沿道でございます。こちらの特徴としまし

ては、沿道から眺めることができる洗足池と周辺の緑、中高層の建

築物が立ち並ぶ景観、変化にとんだ景観でございます。 

 これらの特徴を踏まえまして、次のページをご覧ください。 

 景観形成の方針について、説明をさせていただきます。本地区は、

２つの特徴を持つ地区の上に構成されております。その２つの地区

にそれぞれの方針を定めてまいります。区域としましては、図中の

赤い枠が重点地区の指定範囲となり、その中でも中原街道に沿って

黄色く塗られた範囲を中原街道沿道、そしてその残り部分を住宅地

区といたします。 

 それでは、住宅地区の方針を５つ挙げさせていただきます。緑豊

かな自然環境と低層住宅の町並みが調和した景観づくり、歴史的資

源を生かした景観づくり。歩行環境の快適性を高める景観づくり、

起伏のある地形、曲線の多い道路からの見え方に配慮した景観づく

り、洗足池公園や洗足池周辺からの見え方に配慮した景観づくりを

進めてまいりたいと考えております。 

 次に、中原街道の沿道の方針としましては、洗足池公園や洗足池

駅周辺からの見え方に配慮するとともに、洗足池公園の緑と調和し

た景観づくり、洗足池公園の入り口にふさわしい洗足池駅前の景観

づくり、歩行環境の快適性の向上にも配慮した景観づくりを進めて

まいりたいと考えております。 

 次のページをご覧ください。景観形成基準について説明させてい

ただきます。 

 まず、建築物の建築等に関しては、届出対象規模を全ての建築行

為とすることにより、規模にかかわらず景観形成の誘導を図ってい

きたいと考えております。 
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 次に、景観形成基準となりますが、左の表と右のイメージ図は対

になっておりますので、それぞれご確認いただきたいと思います。 

 基準の内容ですが、配置、高さ・規模、形態・意匠・色彩、公開

空地・外構緑化、それぞれに方針に合った基準を定めてまいります。 

 また、住宅地区中原街道沿道での共通基準にそぐわないものがあ

りますので、そういうものはその地区に該当した場合に適用する基

準を設けてございます。 

 特徴的なものとしましては、形態・意匠・色彩の中原街道沿道に

記載しております屋根、屋上に広告物を設置してはならないという

ものがありますが、本地区においては良好な景観形成を図る上で屋

外広告物等の設置について配慮していただくことは、避けて通れな

いものであると考えております。その考えから基準にしたものでご

ざいます。 

 なお、色彩基準については後ほど説明をさせていただきます。 

 次のページをご覧ください。続いて工作物の建設等についての内

容になります。こちらの届出対象規模は、高さを10ｍ以上としてお

ります。なお、昇降機等及び製造施設等は、高さの他、築造面積が

1,000㎡以上を届け出対象としております。 

 景観形成基準ですが、配置、高さ、形態・意匠・色彩、公開空地、

外構緑化に、それぞれ基準を定めております。 

 また、工作物の建設等においても、広告物の工作物等の基準を定

めております。 

 続いて、開発行為になります。右上の開発行為です。届出対象規

模は、開発区域の面積が3,000㎡以上としております。 

 景観形成基準ですが、土地利用、造成、空地・外構緑化の基準を

定めております。 

続いて、右下になります。土地の開拓、土石の堆積、水面の埋め

立て等ですが、届出対象規模を造成面積が3,000㎡以上としており

ます。 

 景観形成基準ですが、造成等、緑化に基準を定めております。 

 次のページをご覧ください。先ほど割愛しました色彩基準につい

て説明をさせていただきます。現在の色彩基準については、景観計
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画138ページから145ページに載っておりますので、参考にご覧くだ

さい。 

 本地区においては、独自の色彩基準を定めてまいります。色彩の

基本的な考えですが、街並みに調和した色彩はもとより、洗足池公

園及びその周辺の緑に配備した色彩基準にしていきたいと考えてお

ります。 

 また、住宅地区内については、アクセント色の使用は不可といた

します。なお、特定大規模建築物等においても、本地区の独自の色

彩基準を適応してまいりたいと考えております。下の表はそれをあ

らわしたもので、赤字で記載しているものが本地区となっておりま

す。 

 次のページをご覧ください。 

 住宅地内の色彩基準の説明をさせていただきます。住宅地内の基

本色は無彩色の明度を９以下とし、有彩色においては低彩度の色彩

とし、暖色系の色彩を基本としております。また、壁面の基準の他、

屋根色にも配慮していただくため、屋根色の基準も同時に設けてお

ります。右の表がありますが、こちらはその色彩基準をビジュアル

的にわかりやすくしたものとなっております。 

 次のページをご覧ください。中原街道沿道の色彩基準の説明をさ

せていただきます。中原街道沿道については、洗足池公園の入り口

にふさわしい洗足池駅前の景観づくりも重要であることから、大幅

な規制としてはしておりませんが、基本色のうち無彩色の明度を９

以下としております。 

 また、中原街道沿道につきましても、屋根色の基準を追加して設

けております。 

 以上が（仮称）洗足池景観形成重点地区の説明となります。 

 次のページをご覧ください。ここからは、２ページで示させてい

ただきました２つの取り組みのうち、②洗足池公園等からの開放的

な景観の保全に関する景観形成について説明させていただきます。 

 下の図をご覧ください。この②に関しましては、地図上に水色の

斜線がかかっている地区を対象とさせていただきます。この地区に

おいては該当する３つの市街地類型の現在の景観形成基準に、洗足
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池公園や洗足池駅周辺からの見え方に配慮していただく基準を追加

してまいりたいと考えております。 

 この地区において該当する３つの市街地類型は、駅周辺に位置す

る近隣商業市街地、中原街道及び環７の沿道に位置します幹線道路

沿道市街地、またそれによらない場所は住環境保全市街地となって

おります。こちらの３つの市街地類型に関しましては、景観計画の

41ページ以降に掲載されておりますので、参考にご覧ください。 

 その基準内に洗足池公園及び洗足池駅周辺からの見え方に配慮し

た形態・意匠とする旨の基準を追加していくことにより、重点地区

の範囲内ではありませんが、周辺の計画においても洗足池公園等に

配慮していただくものでございます。 

 以上で、第１号議案の説明となります。なお、本審議会で審議し

ていただいた後、説明会等を開催し、重点地区の指定は平成２９年

度を予定しております。 

 以上でございます。 

中 井 会 長  ご説明ありがとうございました。素案ということでございます

ので、委員の皆様からご意見やご質問等を承りたいと思います。い

かがでしょうか。どなたからでも結構です。 

川 尻 委 員  この洗足池の重点地区の指定ということについては、いいもの

だなと思っておりますけれども、中身で、例えば右下の資料３の４

ページですか。ここで景観の特徴ということで書かれているんです

けれども、住宅地内と中原街道沿道と分けているんだと思うんです。

住宅地内に、内容を見ると公園自体も含まれていると思うんですね。

用途地域的には当然１種住専に公園が入るということなんですが、

この公園の面積が７ヘクタールということで、全体からかなり占め

る割合が大きいと。それから、ここの地区の場合、洗足池公園自体

の水と緑の景観というのが基本になっているんだと思うんですね。

それをいかに今後も良好のものにしていくか、あるいは保全してい

くかということは非常に重要な要素になると思うんですが、そうい

った意味では、この住宅地内の中に書いてあるのは、洗足池公園の

ことについてはあまり触れてないんで、全体的にそうなんですね。

洗足池公園についてどうしていくのか、どうしたらいいのかという
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ことについて、きちっと触れておいたほうがいいのかなと思います。 

中 井 会 長  事務局、お願いいたします。 

事 務 局  洗足池公園自体につきましては、景観計画がスタートするとき

から、景観重要公共施設の指定というのを行っておりまして、景観

重要公共施設に洗足池公園を指定しております。洗足池公園を作る

ときには景観に配慮した公園づくりをしていこうという位置付けは

しております。 

 今回の場合、景観重要公共施設プラス周辺の住宅地も景観重点地

区ということで、一緒にいい景観づくりを進めていきたいと考えて

おります。 

中 井 会 長  大田区景観計画の150ページに、公園そのものについては、下の

ほうに書いてあるようなことが定められて、これは既に定められて

いるということで、今回は外側の住宅地の話が中心なんでこうなっ

ているんだけれども、重点地区形成の方針のところで触れてもいい

んじゃないかというようなご発言かなと思いましたけども、それで

よろしいですか。 

川 尻 委 員  それで結構です。全くここに書いてないとよくわからないかな

と。常に公園から外を見るみたいな話ばかりになっているんで、公

園がどういうふうに見られるかということも重要なことなのかなと。 

中 井 会 長  わかりました。他にはいかがでしょうか。加藤委員どうぞ。 

加 藤 委 員  この諮問自体の問題になるのかもわからないですけども、重点

地区として４地区決まっていましたと。それの候補としてもともと

５地区があったと。それが今回、洗足はもともとの候補の５つに入

ってなかったのが、突然重点地区に挙がるというのは、もともとあ

ったところはどうだったのかなと。何でそういう候補もなかったの

が突然挙がってきたのかというのが、ちょっと素人としてわからな

いので、そこら辺を説明していただけますか。 

中 井 会 長  諮問の経緯ですね。それを説明していただけますか。 

事 務 局  景観形成重点地区の追加指定を検討する地区として挙がってい

た地区につきまして、それぞれ地区で動きがございます。大森や蒲

田につきましても、グランドデザインを策定し、進めております。  

本門寺周辺では、今年度、基礎調査をやっておりまして、重点地区
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の指定に向けた動きを進めております。 

 なぜ洗足池なのかというと、この何年間、景観まちづくりの大き

な動きがございます。景観資源である鳳凰閣（旧清明文庫）が区の

ものになり、勝海舟記念館開設へ向けた動きや長年、洗足池公園を

中心として活動されている風致協会、地元町会等の運動で、駅前に

あった横断歩道橋が撤去されたり、それに伴いまして公園周辺の区

道の整備を進めている等、大きな流れが出ております。その景観ま

ちづくりの機運の高まりの中で、追加指定を検討しております。 

中 井 会 長  この関連するのは、景観計画はどこに書いてあるんでしたかね。 

事 務 局  158ページ第５章の（２）「景観形成重点地区の追加指定等の推

進」ということで、５地区があります。 

中 井 会 長  少し記憶を辿っていただくと、景観形成重点地区は当初４つご

ざいまして、その次に候補としてここにある蒲田、大森、南北崖線、

美原通り、羽田地区と挙げているんですが、これらは頑張ってやっ

ていただくということは当然として、上のほうに書いてありますよ

うに、下表に示す５地区以外についても景観まちづくりへの気運が

高まった場合、必要に応じ検討の対象としていきますと。今回こち

らのケースが、いろんな周りの資源の整備等の関連で、ここに書い

てある５つより早目に出てきたという理解でよろしいですね。 

事 務 局  はい。そうです。 

中 井 会 長  増える分には、恐らく皆さんよろしいんじゃないかと思うんだ

けど、もともと挙がっている５つはどうなってるのというところは

引き続きしっかり進めてくださいということかなと思いますので、

またそちらのほうはそちらでよろしくお願いをしたいと思います。 

 他、いかがでございますか。 

大 澤 委 員  区域内に歴史資源というものが幾つかあると思うんですけれど

も、今回の重点地区の指定に合わせて、例えば景観重要建造物であ

るとか、新たな位置づけを与えてあげるようなことは検討されてな

いんでしょうか。 

 勝海舟記念館については、既に登録文化財になっていますが、こ

の５ページの地図に池の西側でしょうか、読み方がわからないんで

すけど、松風荘と書いてあるんですけど、これについては凡例を見
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ますと景観資源文化財等を除くと書いてありますので、明確な位置

づけがないと思うんですけど、この景観形成重点地区に指定したこ

とをきっかけに、点となる資源のより一層の景観的な位置づけを与

えてあげて、現在、景観重要建造物についても、まだ指定の物件は

ないですよね。ですので、そのきっかけにもなるのかなという気は

しているんですけども、その辺りについていかがでしょうか。 

事 務 局  実は、調査の中で景観重要建造物の指定についての基礎調査を

進めております。その中で、まだ決定に至っていませんけれども、

決定に向けての動きとして、今回の重点地区の指定というのは、先

生がおっしゃるとおり、すごく大きな契機になると思いますので、

その辺も考えながら勝海舟記念館も候補の一つとして検討していき

たいと思います。ありがとうございます。 

保 下 幹 事  ちょっと補足させていただきたいと思います。 

 現在の大田区景観計画の93ページをご覧いただきたいと思います。

こちらに現在の文化財の指定状況についてお示ししているという状

況でございます。今回の地区内には鳳凰閣，現在の旧清明文庫、ま

た妙福寺祖師堂、また周辺には、さまざまな指定をこの中で示させ

ていただいているという状況でございます。 

中 井 会 長  それでは、他はいかがでしょうか。 

野 原 委 員  大きな諮問の方向性としては、これでいいかなと思っているん

ですけど、ちょっと２点あります。 

 １点目は、５ページを見ていただいたほうがいいかなと思うんで

すけど、重点地区の中が住宅地と中原街道沿道に分かれていて、そ

の２つが異なる地区で書かれておりますが、それ自体は賛成と言い

ますかこの方向でいいと思うんですけど、実際の景観形成基準の内

容を見ると、あんまりその差がないといいますか、先ほど屋外広告

物に関しては、特に中原街道沿道というのは非常に重要なので、そ

こは少し厳し目にということで、書かれているというのはよく理解

したんですけど、駅からやってくると、歩道橋が撤去になると、一

番最初に出会うのが中原街道という状態になって、中心としては洗

足池公園の中からの見えというのが非常に重視された計画にはなっ

てると思うんですけど、同時に中原街道沿道というのもすごく重要
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な景観のポイントになるのかなと思っておりまして、その中で、特

に動きとしても、今日は用途地域図がないですけど、用途地域も多

分違う２地区になると思うんですけど、沿道沿いというのが非常に

景観の変化の影響があるところかなと思っています。 

 ですので、内容としても、例えば、もう少し街並み景観の在り方

に触れていただくとか、沿道沿いなので、低層部とかそういったと

ころのしつらえを工夫していただくとか、そういったところが基準

にどこまで書けるかというのはわからないですけど、方針や基準の

取っかかりのようなところに、もう少し近景というか街並み、沿道

に関する事項も触れていただいてもいいのかなと思っておりまして、

そういう意味で、少し中原街道沿道との、あえて差をつけるわけじ

ゃないんですけど、実際の成り立ちが大分異なるので、そこの差が

少し明確に書かれたほうがいいのかなと思っているというのが１点

です。 

 もう１点は、先ほど川尻委員からあったお話の中で、洗足池公園

そのものというのは非常に大きい影響があるんじゃないかというお

話があったと思うんですけど、今回、重点地区なので、どう重点な

のかというのを、少しわかりやすく丁寧に伝えてあげる必要がある

のかなと思います。例えば、景観の特徴の部分であるとか、あるい

は方針の部分で、公園そのものの特徴そのものをもう少し記載して

いただくとか、そういうことがあってもいいのかなと。今の景観計

画を拝見すると、結構重点地区の特徴があっさりしていて、あんま

り重点だっていう感じが弱い気もしたんですけど、ただ114ページ

が国分寺崖線の重点地区になっていまして、ここの景観の特徴は比

較的丁寧に書かれているのかなという気もしましたので、別にこれ

に沿う必要はないと思うんですけど、もう少しここの景観の特徴を

公園のよさも含めてうまくアピールできると、存在のアピールにも

なるのかなと思いました。そこの書き方をもう少し工夫できるとよ

りこの重点地区の意義が高まっていくのかなと思いました。 

 以上です。 

中 井 会 長  ありがとうございます。事務局から何かございますか。 

事 務 局  ありがとうございます。検討を深めていきたいと思います。 
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 来年度は、地元に入りながら案づくりに入りますので、その中で

また検討していきたいと思います。よろしくお願いします。 

中 井 会 長  他にはいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 本日素案ということでございまして、今、事務局からございまし

たように、これから地元に素案を持って入ると。その中で、素案が

次は案になるので、今、委員の皆さんがたからいただいた意見も取

り入れていくべく検討を進めたいと、深めたいということかと思い

ます。 

 それで、これは議決しないといけないんだよね。本日諮問の大き

な方向については、大きくこれではというようなご意見はなかった

と思いますので、第１号議案については、本日は諮問のとおりとい

うことで皆さんにお諮りして、それでご承諾いただけるようなら答

申をそういう形でしたいと思います。 

 いろいろ出された意見については、地元に入られるときに、審議

会でこういう意見をいただいているという説明と一緒に、この素案

を説明していただいて、さらに素案の検討を深めていきますとご説

明していただくことで、事務局もよろしいですか。 

事 務 局  はい。 

中 井 会 長  それでは審議会としては、第１号議案については諮問のとおり

定めることは適当であるということでよろしいですか。 

（異議なし） 

中 井 会 長  ありがとうございます。そのようにさせていただきます。 

 それでは次の議案の審議に入ります。議題は大田区長より大田区

景観審議会会長宛てに、平成29年３月２日付で、第２号議案第２回

大田区景観まちづくり賞（案）についてが諮問されましたので、こ

れを議案といたします。 

 それでは、諮問文の朗読をお願いします。 

保 下 幹 事  それでは、諮問文を朗読させていただきます。お手元に配付さ

せていただいております、次第の次のページ、資料２の２枚目をご

覧ください。第２号議案の諮問文をご覧ください。 

 それでは読み上げさせていただきます。 

 第２号議案、「第２回大田区景観まちづくり賞（案）につい
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て。」 

 大田区景観条例第24条第３項第３号の規定により、下記のとおり

諮問いたします。 

 諮問文の朗読は以上でございます。 

中 井 会 長  それでは、この議案を上程し審議したいと思います。 

 幹事より議案の説明をお願いいたします。 

保 下 幹 事  資料４、「第２回大田区景観まちづくり賞（案）」をご覧くだ

さい。担当より説明させていただきます。 

事 務 局  第１回の景観賞は、２年前の平成27年度に募集・選定し、昨年

の28年５月に表彰式を行いました。 

 第２回目も２年サイクルでやろうと考えております。承認いただ

きますと、区長決定を経て、来年度早々に募集選定を行い、再来年

度表彰式を予定しております。５月の表彰式の後、本審議会の下部

組織であります専門部会で、第１号議案でもある洗足池景観重点地

区の素案と並行いたしまして、第２回の大田区景観まちづくり賞の

あり方について検討を行ってきました。 

 最終案確定まで４回の専門部会を実施いたしまして、第１回の実

施結果の分析及び課題、スケジュール、また他自治体の事例の検討

を行ってきました。その結果、ほぼ前回と同じ方法で実施すること

になりました。部門は前回と同じ、また自薦・他薦も応募を認める

と。ただ、推薦ポイントの見直しをもう少しわかりやすくしようと

か、審査における現地視察、ヒアリング等の実施方法、またスケジ

ュールの見直しを行いました。前回はどうしても選定が遅れまして、

川尻委員からご指摘がありましたように、緑についても冬枯れして

しまった状況ですので、それまでに何とか景観賞の選定のための現

地視察等を行いたいということで、スケジュールを変更させていた

だいております。 

 では、資料４をご覧ください。主な見直しのポイントといたしま

して、応募者に応募してもらいたい内容がより伝わりやすいように

「推薦のポイント」の文言を一部修正しました。 

 また、書類審査用の資料の作成に当たっては、より審査をしやす

くするため、応募資料の情報だけでなく事務局が必要に応じて情報
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を付加できるようにしました。 

 また、書類審査用資料作成の段階で、受賞者につながる情報をあ

らかじめ整理することにいたしました。 

 次のページをご覧ください。応募用紙の網掛けをした部分につい

て修正を行っております。部門賞につきましては前回と同じ街並み

景観部門と景観づくり活動部門になっております。一番最初の応募

内容の概要の中で、「記入してください」を「できる限り記入して

ください」と変えてあり、前回は「わかる範囲」でというのを「で

きるだけ」という言葉に変え、より情報を収集したいと思っており

ます。 

 また、左側の街並み景観部門の中で、その他関係者を追加いたし

ました。 

 また、概要の中で記入欄をなるべく大きくし、特にアピールした

い点を同程度とする。そして、推薦のポイントでございますが、一

番の「大田区らしい魅力の創出に貢献している」と書きかさせてい

ただきまして、前回は「大田区らしい魅力が感じられる」という形

で書いておりました。 

 次に５番目の推薦ポイントの中で、「良好な景観形成などによ

り」を追加いたしまして、よりわかりやすく地域の人々に深く親し

まれている景観ということで書いております。 

 また、特にアピールしたい点も広げております。 

 また、後ろのほうで応募内容に関する写真の中で、３行追加して

おりまして、写真にタイトルを付けてください。また、特定時期の

景観に特徴がある場合は、できる限りその季節の写真を添付してく

ださい。また、写真は応募者が撮影したものにしてください。ただ

し、応募者以外が撮影した場合は、その方の了承を得てくださいと

いう形で、細かいところを追加しております。 

 また、右のページの景観づくり活動部門につきましては、先ほど

と同じく応募内容の概要につきましては、「できる限り記入をして

ください。」にしております。 

 それから、推薦のポイントにつきましては、「景観づくりの活動

の継続により良好な経過が形成されている。」前回は「景観づくり
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活動の結果」という形で書いておりましたが、より景観づくり活動

が継続して続いていることをポイントとして挙げさせていただいて

います。 

 また、下に、特にアピールしたい点ということで記入欄を大きく

したいと思います。 

 次の３ページ目をご覧ください。スケジュールでございます。 

 前回は７月中旬にキックオフのイベントを行いまして、10月いっ

ぱいの募集で行いましたので、どうしても現場の調査が12月、１月

というかなり寒い時期、冬枯れの時期になってしまいましたので、

今回はできる限り早く、来年度に入りましてスタートいたしまして、

今のところ６月１日からと書いていますが、これも早くできれば早

く行いたいと思っています。７月いっぱい募集をして締め切りまし

て、８月、９月で内容の書類等を整理いたしまして、９月末に１次

審査、書類審査を行います。10月下旬から11月上旬にかけて現地調

査を行いたい。まだ緑のある秋のうちに現地調査を行いたいと思っ

ております。スケジュール的にちょっと大変ですけれども、早目に

スタートしたいと考えております。 

 最後に資料５を見ていただきますと、第２回目の応募用紙のイメ

ージをつくってみました。応募内容につきまして、前回と同じで街

並み景観部門，景観づくり活動部門。それで応募期間は６月１日か

ら７月31日まで。開けていただきまして、応募要領が書いておりま

す。右側に、先ほど申しました応募内容の概要の部分ですとか、推

薦のポイント等の修正を行っておりまして、今回はこの応募用紙で

行いたいと思っております。 

 以上でございます。 

中 井 会 長  それでは、こちらについては今日ご了承いただければ、新しい

年度にこれを開始できるということでございます。ご意見いかがで

しょうか。 

杉 山 委 員  応募用紙を拝見いたしまして、２ページでございますけれども、

枠のつくり方なんですが、応募者の概要の中に自薦・他薦というの

が含まれているんですね。３項目入っているんです。住所と電話番

号と自薦・他薦。応募内容の概要に含まれたほうがいいんではない
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かなと。応募者は応募者でいて、応募した内容としては自薦・他薦

ですよと。概念として、応募者の概要に自薦ですと言わないかなと

思いました。というので、皆さんどうお感じになるかというのはご

検討ください。 

 それからもう１つ、同じ２ページで、最後の応募内容に関する写

真についての①、②がございますけれども、②の文章に、対象とな

る景観とその周辺の様子を含む街並みというのがあるんですけれど

も、景観と街並みの概念はどちらが大きいのかなと思ったり、表現

として。でも、街並み景観部門という名前になっているんですね。

なので、案としてはしつこいかもしれませんが、対象となる景観と

その周辺の様子を含む街並み全体と、全体と入れたらいかがかなと

思ったんです。ちょっとしつこいかもしれないですし、この辺り、

皆さん大丈夫だよとおっしゃるんでしたら、今の文言については今

のままでもいいかなとは思いつつ、アイデアがありましたらお願い

したい。以上２点でございます。 

中 井 会 長  事務局は、どうお考えですか。 

保 下 幹 事  １点目の応募者の概要のところの自薦・他薦につきましては、

今、委員からご指摘の内容を踏まえまして、応募内容の概要に検討

しながら入れさせていただきたいと思います。 

 ２点目の応募内容に関する記載事項につきましても、修正等補足

させていただければと考えております。 

中 井 会 長  この②は、前回はでもこれでやったんですか。 

事 務 局  はい。前回はこれでやりました。 

中 井 会 長  特に問題はなかったんですよね。 

事 務 局  問題ありませんでした。 

中 井 会 長  これは深読みすると、対象となる景観とその周辺の様子は、普

通の街並みと両方含まれているような写真みたいにとれなくもない

んだけど、前回も問題なかったんですよね。これは応募される方が

判断されて出されるということなのかなと思います。 

 他にいかがでしょうか。 

福 井 委 員  この内容自体に関しては大きい異論はないんですけども、今回

２回目で、次もあると想定するとなると、結果が下に蓄積されてい
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くと思うんですね。初回の公表の方法が今、ウェブサイトに結果が

こうなりましたとあるんですけど、これが毎回ばらばらに蓄積され

ると参照しづらいので、景観まちづくり賞の専用のホームページを

設けて、第１回、第２回、第３回と一遍に見られるような方法を考

えていただきたい。それが印刷物なのか、あるいはウェブなのかわ

かりませんけども、一覧性が高いような形で結果をまとめていただ

きたいと思います。 

中 井 会 長  これは、そういうことでよろしいですね。 

 では、加藤委員お願いします。 

加 藤 委 員  同じようなことですけども、２年ごとに今後やっていくと宣言

されたので、すごくいいことだなと思います。私は、１回目をやっ

てから、いろんなところを街歩きしているんですけれども、その中

でやはり情報誌に今回のこういう景観賞を受賞したことを多いに書

かれて、地域の方に知らせているとか、近くの掲示板に、こちらで

つくったパネルを出しているところもあるということで、すごく積

極的にやっているところもありますし、花づくりですか、花を植え

てやっているところも、これを張り、より活発にやっているという

ことも聞いております。 

 その中で１つ気になるのが、桂川精螺のあそこの鉄塔とのこぎり

屋根ですね。あそこら辺の建造物が再開発されるというか、建てか

えられるという話もあって、せっかく景観賞で認定されても力がな

いということなんでしょうか、せっかくやってもすぐ壊されたら、

ちょっと寂しいなというところもあるので、そこら辺は何かうまい

方法で、事前にそういうのがわかるんだったらそこは外すとか、表

彰して１～２年のうちに壊す予定が入っちゃうのは寂しいなと思い

ますので、そこら辺は何かいい手立てがあればと思います。 

中 井 会 長  事務局は、まずいかがでしょうか。 

保 下 幹 事  昨年度の受賞作品であります桂川精螺さんなんですけれども、

こうした受賞を受けたことというのは非常に名誉に思っているとお

伺いしております。機能更新というのは、建築物にはなくてはなら

ないことになりますので、先方も建造物を今度リニューアルしてい

く際にはこうした、例えば、今，鉄塔がメインとなっているんです



－- 19 -－ 

けれども、そうしたシンボルとなるものを、しっかり会社の中で機

能更新の際に反映していきたいとお伺いしております。残すと、お

伺いしております。 

中 井 会 長  ありがとうございます。 

 これは、そういう意味で言うと、桂川精螺さんはそういうことな

んですけど、例えば、本当になくなっちゃうと、この賞自体が消え

るというわけじゃないんですよね。消えちゃうんですか。消えない

んですよね。受賞したという事実は、ずっと残り続けるんですよね。

そういう理解でよろしいんですね。 

保 下 幹 事  はい。 

中 井 会 長  ありがとうございます。平澤委員。 

平 澤 委 員  景観賞をまた続けるということで、こういう制度で基本的にい

いのかなと思います。 

 あとは、要望なり聞きたいことなんですけれども、前回選ばれた

ところの追跡調査というか、その賞をもらうことによってどういう

変化をしたかと。見学者が増えたとか、本門寺の蓮月はお客さんが

増えたとか、例えば、地域への何か影響が出たというような、追跡

調査みたいなものがあるといいのかなと。ゆくゆくはツアー対象に

して、前回あったのかなと思うんですが、その辺の動きの話。 

 あと、できれば賞金を副賞としてあげるのが、少額としてもね。

活動部門の方って結構地道に長い間やってきたというところがあっ

て、ヒアリングでお聞きすると結構お金に困っているというか、予

算がないという方が多くて、そういう意味の少し後押しができる制

度もいいのかなという意味で、賞金の予算化ができないものかとい

うのが１つ。 

 それから、あとは我々審議して選ぶ側からすると、なるたけ書類

選考というより現場主義で、皆さんの五感で少し感じるものの評価

をもうちょっと重点的にして、ですから、大変なんですけど、現場

を見る。書類で落とすものはある意味しょうがないとしても、現場

主義のところをもう少し増やしていただけるといいのかなと。これ

は要望です。 

 それからあとは、賞の分類というか、１回目だったんで、いろん
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なところで申し込みがあって、それをどうやって分類するかという

ことと、分類して賞を増やそうという動きもあったりして、その辺

の区別と、それから評価のどこに重点を置くかによってすごい違っ

ちゃうんですよね。だから、その辺の整理も、協議しながらとは思

うんですけども、その辺は今後大事になってくるところかなと思っ

て、以上４点です。 

中 井 会 長  事務局、お答えできそうなことはございますか。 

保 下 幹 事  １点目の追跡調査なんですけれども、やはり受賞者の皆さんか

ら非常に多くの声をいただいておりまして、こちらによくご報告い

ただいているという状況でございます。 

 それと、２点目はツアーということでよろしいでしょうか。 

平 澤 委 員  賞をとったところを見学したいという方のマップづくりとか、

あるいはバスツアーみたいなのが、ゆくゆくはみたいな話をこの前

お聞きしたと思ったので、その後どういう動きかなと。 

保 下 委 員  観光資源として、私どもも十分認識しておりまして、パンフレ

ット等を作りながら今回の受賞作品の特徴等をご案内しているとい

う状況でございます。また、個別のそうした観光のツアーまではま

だたどり着いていないんですけれども、やはり景観賞を受賞した魅

力をしっかり発信していこうと現在も考えております。また、ホー

ムページ等でもそうした魅力の発信に努めております。 

 ３番目の賞金につきましては、現在のところ、予定はないという

のが現状でございます。 

 ４点目の現場主義というところなんですけども、前回の第１回の

景観賞の受賞作品の選定の際に、非常に各委員の先生方のご尽力い

ただきましたので、募集をかけた際に、事務局で、本日の資料４の

１ページ目の審査方法のところで、４回の部会の中で検討させてい

ただいたんですけれども、応募していただいた作品は事務局で１回

しっかり確認させていただきまして、不足している点については先

方さんに確認しながら資料をしっかり整理して、ある一定の件数に

絞らせていただきたいと思います。またその上で、しっかり現場主

義というのは私どもも重要と思っておりますので、委員の先生方と

一緒に現場を見させていただきまして、受賞作品の決定につなげて
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まいりたいと考えております。 

黒 澤 幹 事  若干また補足なんですが、平澤委員がおっしゃっていただいた

ように２年に１回というサイクルですと、本当にあっという間に受

賞作品が増えていることになりますので、一つは先ほど委員からも

ご指摘があった、それをどう効果的に見やすくアピールしていくの

かということとあわせて、そういうふうに作品が増えていくことの

中から狙える効果とか、取り組みの可能性みたいなものも、ここの

審議会でのご意見などもいただきながら、２年後、４年後、６年後

と見える方向がありますので、議論すべきテーマが増えてくるなと

考えております。 

加 藤 委 員  観光マップとか観光ルートに入れるとかいう話で、確かシンポ

ジウムのときに杉村観光局長がお話しされていたんですけれども、

そういう観光協会独自がルートをつくるというわけではなくて、そ

れに属する街歩きネットワークとか、あといろんな街歩きの団体が、

受賞したポイントにご案内したり、最終地点として蓮月の２階を使

って最後のミーティングをするとか、景観賞を受賞したよというこ

とは結構いろんな団体がご案内しております。それは私も幾つか団

体にかかわっているのでわかるんですけれども、結構そういうとこ

ろがご案内しているように思います。 

中 井 会 長  そういう形で、特にやらなくても、いっぱいそういうことが出

てくるのはいいんだけど、それをうまく横串を刺していただいたり、

あるいは、次の段階につなげていただくのは、大分行政も頑張らな

いといけないとこだと思いますので、うまく地元や街歩きの団体の

方とご協力しながらやっていただければと思います。 

 他はいかがですか。では荘委員。 

荘 委 員 員  申請書のフォーマットそのものに関して、２枚目のところで街

並み景観部門の一番下の注釈の部分で、先ほども出ました①対象と

なる景観、②対象となる景観とその周辺の様子を含む街並みという

ところの下の２番目に、特定時期の景観に特徴がある場合は、でき

るだけその季節の写真をとあるんですが、特定時期というのは恐ら

く季節のことを言っているんだと思うんですけれども、時期だけじ

ゃなくて時間帯ということも、景観を見る側からするとあるんじゃ



－- 22 -－ 

ないかなと思うので、特定の時期だったり時間帯に景観の特徴があ

る場合には、できる限り季節なり時間帯の写真を、朝焼けなのか夕

焼けなのかよくわかりませんけれども、そのほうが応募する人は具

体的なイメージがわきやすいと思いますので、その辺はきめ細かく

書いてあげたほうがいいのかなと思います。 

中 井 会 長  ありがとうございます。これはそういうことでよろしいですね。 

         では川尻委員、お願いします。 

川 尻 委 員  意見というわけではなく確認なんですけれども、この応募内容

の用紙の、今の街並み景観部門の応募内容の概要の一番下の枠な

んですが、これは２ページを見ると、概要で応募内容の特徴を簡

潔に記入してくださいと書いてあって、こちらのカラーのほうは、

特徴はこういうふうに直すということで理解すればよろしいんで

すか。 

中 井 会 長  そこはどうですか。このパンフレット仕立ての資料５が正しい

のか、資料４の見え消しのほうが正しいのか、これはどちらです

か。 

保 下 幹 事  委員の皆様のお手元にございますブルーの景観まちづくり賞の

応募用紙を採用させていただきたいと思います。先ほどの資料に

つきましては、前回との変更点がわかりやすくなるようにハッチ

ングをかけて、記入欄を大きくするということを説明に加えさせ

ていただいたという状況でございます。 

中 井 会 長  特徴だけじゃなくて、括弧の中の応募内容の特徴を簡潔に記入

してくださいと書けばいいんじゃないですか。より親切ですよね。 

保 下 幹 事  はい。そのように変更させていただきます。 

中 井 会 長  他はいかがでしょうか。樋口委員どうぞ。 

樋 口 委 員  今までの審議も十分私も了解しているんですが、大田区が70周

年を迎えて，世界都市宣言、まして大田区の場合は羽田空港を持

っていますよね。臨海の部分のこういう参加賞も出るんでしょう

けども、何か区民に、この玄関口、羽田空港の景観のことをもう

少しいい方法でＰＲし、それを代表する作品が出るような方法は

ないでしょうか。僕はそれが一番気になっているんですけど、ど

うでしょうか。 
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中 井 会 長  あそこのアーチは、中村良夫先生が設計されたんですよね。こ

れは羽田空港に出してくれといっても、でも他薦があるので、区

民の方でああいうのもあてはまるのかなと思われている方は結構

いるんじゃないかと思うので、その辺はどうですかね。 

黒 澤 幹 事  大田区であり日本のゲートウェイ羽田を抱えていると大田区長

も常々言っているように、そこは本当に大きなポイントだと思っ

ています。今回各地区に、ちょうど１８地区、臨海部沿いのエリ

アもございますし、山のほうもあるという中で、各地区に入って

いって、その地区の特性、特徴、売りではないんですけど、特に

自分たちの街の地域資源、あるいは自分たちの知っているエリア

の何が、特にもっともっと広く知ってもらいたいかという思いと

か、各地区に説明に入ったときに、今、樋口委員がおっしゃった

ようなことも含めて掘り起こしにつながって、そういった作品が

できるだけ寄せられるように働きかけをしていきたいと思ってお

ります。 

 区として何か特別なそういうエリア、ビジョン、テーマを設け

て、景観賞を特別にやるみたいな考え方があるかどうかは、また

一つの別な課題としてご議論いただければ、私どもも考えたいと

思っております。 

中 井 会 長  ありがとうございました。では、取りまとめにあたられた野原

委員に最後に少し。 

野 原 委 員  第１回審査の委員長をさせていただきましたので、どちらかと

いうと事務局に近い心境で伺っておりましたが、前回は初回でし

たので、右も左も分からない中で結構難航というか、いろんな議

論をしながらやっていたんですけど、そこで出た課題点の少し改

善みたいなことは行っていただいておりまして、補足しますと、

例えば、推薦のポイントのところは、景観づくり活動部門では

「継続により」という言葉が入っているだけなんですけど、これ

は例えば、ちょっとお金がついて事業としてやって、きれいにな

っているんだけど、活動なので、それだったら街並み景観部門で

は評価できるかもしれないんですけど、景観づくり活動部門とし

ては、やはり活動としてどうなっているかということをきっちり
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評価できたほうがいいだろうということで、そういう意味を込め

て「継続により」という言葉を入れて、少し時間をおいてソフト

の活動ができているかどうかということを評価しようというメッ

セージを込めたり、細かいんですけど、いろいろそういうことを

少しずつ整理して、できる限り審査も比較的スムーズにやりやす

く、かつよりよいものが選べるようにということはやっておりま

す。 

 一番大変なのは、先ほど現場でじゃないとなかなか見にくいね

という趣旨でご意見があったと思うんですが、どうしても数があ

りますと、第０次、第１次は書類でやらざるを得ないんですが、

そうなりますと自薦・他薦で大分モチベーションというか、書か

れている内容が結構違って、でも、こちらはそれでないとなかな

か評価できないんで、それが結構難しかったんですけど、今回は

できる限り事務局もサポートしていただいて、よりものそのもの

であったり、活動が見える形でやっていこうということで文言、

やり方を少し修正させていただいたりということを幾つか踏まえ

て、第２回を進めていこうということで、この形になっていると

いう状況であります。 

 全体を通じて、先ほどから候補とか次の未来の在り方というか、

そういったところのご意見がいっぱい出てたと思うんですけど、

私も、初回にあれだけ件数を応募してくれると、正直私が言った

らいけないんですけど、たくさん出てきたなと正直思ってまして、

今回もより多くの方々に応募していただきたいと思うと同時に、

なかなか難しいんですけど、落選したものも含めてうまくアピー

ルできてもいいのかなと思っていまして、例えば、前回の話です

と、戦後のモダニズムのおもしろい住宅建築とか幾つか出てきて、

１個１個は今回選ばれませんでしたけど、ただ、そういう景観が

大田にあるんだということが示されたとか、そういう発見みたい

なのが結構あったなと思っていまして、そういうことをうまく、

１個１個じゃなくても概論としてアピールするとか、いろんなや

り方があると思うんですけど、そういうことも今後蓄積していっ

てできると、より景観の活動の広がりもあるのかなと思っており
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ます。 

 ですので、今回ご了承いただけたらですが、賞をやるというこ

となので、まずこの賞があること自体を各地で皆さんアピールし

ていただいて、応募数を増やしてからかなと思っていますので、

そこは引き続きいろんな形で、私も含めてですけど、伝えていけ

ればいいなと思っております。 

中 井 会 長  ありがとうございました。 

 それでは、皆様にお諮りをしたいと思います。第２号議案につ

いては、諮問のとおり定めることが適当であると答申したいと思

いますが、よろしゅうございますか。 

（異議なし） 

中 井 会 長  ありがとうございました。そのように答申させていただきます。 

 それでは報告事項が１件ございます。事務局よりお願いいたしま

す。 

保 下 幹 事  報告１、平成２８年度景観計画運用状況及び景観アドバイザー

会議について、当日資料をご覧ください。Ａ４横の資料でござい

ます。担当より説明させていただきます。 

事 務 局  大田区景観計画の今年度の運用件数について、ご説明させてい

ただきます。当日資料１をご覧ください。 

 こちらに、昨年の４月１日から今年の３月12日までの届出の運用

件数を集計させた表を載せさせていただきました。大田区景観条例

に基づく事前協議書の受付件数が171件で、前年度の受付件数に比

べて30件ほど増加しております。そのうち、景観形成重点地区の受

付件数が96件、市街地類型の目立って多い件数としまして、住環境

保全市街地が67件、住工調和市街地が40件になります。景観法に基

づく行為の届出の受付総件数は138件、通知書は23件、変更届は39

件、完了届は52件で、今年度の合計件数は423件となっており、前

年度に比べ1.06倍増加となっております。 

 今年度の特徴の一つとしまして、住工調和市街地の運用件数は、

前年度に比べ40件ほど増加しています。工場や住宅など、さまざま

な用途の建築物が混在する市街地ですので、事務局としても良好な

景観形成が保たれるよう、より一層注意深く取り組んでいきたいと
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考えております。 

 続きまして、今年度の景観アドバイザー会議について、当日資料

２をご覧ください。 

 こちらに、毎月２回行っております景観アドバイザー会議の内容

を、用途、延べ面積、高さ、行為の種類と一覧にさせていただきま

した。特定大規模建築物、公共事業の相談、あわせて計27件の会議

を28年度に行いました。用途の左欄に丸印のついている物件が公共

事業のものになります。前年度，景観アドバイザー会議の議題に挙

がった物件数は全26件で、こちらも前年度に比べ若干の増加となり

ました。 

景観アドバイザー会議での主な意見と、その意見を反映した実例

を３件挙げてご説明させていただきます。 

 まず１件目です。第75回の倉庫の新築工事を見ていただきたいん

ですけども、こちらの物件、空港臨海部の景観形成重点地区に該当

しておりまして、こちらの敷地の南西側が海に面しておりました。

会議では沿岸部からの見上げ方に対してアドバイスがありまして、

その意見を反映し、海に面している敷地部分に緑地を設け、塩害に

強い植栽を施し、沿岸部からの見え方に配慮した計画となりました。 

 ２件目は、第78回の倉庫の外観の変更計画です。こちらは、外観

の変更に合わせて増築工事も行われました。こちらも先ほどと同様、

空港臨海部の景観形成重点地区に該当しており、会議では増築部分

の外壁の色使いに対しアドバイスがあり、その意見を反映して色の

明度を抑える等の工夫をしていただき、既存の建築物と一体感のあ

る計画になりました。 

 最後に３件目は、第80回のホテルの新築計画です。幹線道路沿道

市街地にこちらは該当しており、国道と区道に面した角地になって

おります。会議では、植栽の配置に対しアドバイスがあり、その意

見を反映し良好な植生環境を整えるとともに、敷地の角にシンボル

ツリーを配置し沿道の景観にも配慮した計画としていただきました。 

 以上が景観アドバイザー会議で出ました主な意見と、その意見を

反映した実例のご紹介になります。 

 今後も景観アドバイザー会議を有効に活用して、適切な景観の誘
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導を図っていきたいと考えております。担当からの説明は以上です。 

中 井 会 長  ありがとうございました。報告事項ということでございますが、

ご質問等ございますか。 

 これは３年半で、大田区景観アドバイザー会議は90回まで来た

ということですか、相当な頻度で開催していただいているという

ことで、アドバイザーの皆さんにはご苦労をおかけしますけれど

も、引き続きよろしくお願いできればと思います。ありがとうご

ざいました。 

 それでは審議事項、報告事項とも終わりましたので、本日の審

議会はここまでとなりますけども、事務局からの伝達事項はござ

いますか。 

保 下 幹 事  今年度の景観審議会につきましては、本日で最後となります。

来年度の予定につきましては、別途ご案内させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 私から以上でございます。 

中 井 会 長  本年度はこれでおしまいということなんですが、実は今期もこ

れでおしまいなんですね。ということでございますので、区民委

員の皆さんから一言ずつご挨拶いただいたらいかがかなと思いま

すので、ちょっと予定にないというかあれですけれども、平澤委

員から、それではお願いできますでしょうか。 

平 澤 委 員  こういう審議委員になるというのは初めてでしたので、どうい

う会議の進め方かなとか、どういう意見が出るのかなとか、ちょ

っと不安で、本来無口なほうなので意見を言ったりなんかするの

は奥手のほうでしたけれども、区民委員として区民目線で話がで

きるといいかなと思いつつ、なかなか商売というか、建築の設計

のほうをやっているので、そういう専門の目で見がちだったかな

という反省はあるんですけど、２年通じて本当に勉強させていた

だきました。ありがとうございました。 

中 井 会 長  ありがとうごます。 

荘 委 員  私も区民目線でどこまでのことが発言させていただけたかなと

いうところはあるんですけれども、区民の一人として、ただ、やっ

ぱり大田区というのはすごく広いですし、区民の方々が目にされて
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いる景観の受けとめというのは本当にさまざまだと思うんですね。

本当に場所、場所で、特徴が違う景観が混在しておりますので、そ

ういった意味では、この多様性を区民として何か、区民目線で言う

ということの難しさも非常に感じましたけれども、景観賞の審査な

んかも含めまして、私も非常に勉強させていただきました。ありが

とうございました。 

中 井 会 長  ありがとうございます。加藤委員お願いします。 

加 藤 委 員  景観についてどうこうということは全然してきてなかったんで

すけれども、この景観計画のスタートからですから、もう４～５

年やっているんですよね、メンバーも替わらずにやられて。 

 その中で、もともと街歩きは好きなので、いろんなところに行

ったり、大田区内もほとんど回っているんですけれども、今回こ

ういうような委員をさせていただいて、皆さん方の意見を聞いて、

こういうものもあるんだ、こういうものがあるんだということで、

私自身が他の街に行っても違う目で見られるようになったという

ところで、自分自身もすごくスキルもアップしたかなという感じ

はします。 

 こういうことをしていて、周りに仲間ができたというか、いろ

んなグループに参加しているということもあるんですけれども、

いろんな人と知り合うきっかけにもなったということで、そうい

う横のつながりもそうですし、あとは知識のアップにもつながっ

たということで、今回担当させていただいて、皆さん方に感謝し

ております。どうもありがとうございました。 

中 井 会 長  景観計画をつくる段階からでございましたので、さらには景観

まちづくり賞の審査にもご苦労いただきました。長い間、本当に

ありがとうございました。 

 最後に部長から何かありますか、期の終わりにあたりまして。 

黒 澤 幹 事  本当に25年10月に景観計画形成団体になって、23区の中では全

く後発の区だったわけですが、先ほど中井委員長がおっしゃって

いただいたように、90回に及ぶアドバイザー会議の開催が象徴的

なように、その間本当に審議会の皆様のお力添え、ご提案に後押

しされて、担当職員も非常に、先ほど報告をしたのは今年度入っ
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た新人職員ですが、本当に仕事にやりがいを感じて、来年度の職

員募集の宣伝パンフに、この景観形成にかかわっていることの誇

りを彼は書いてくれました。そのように、皆さんが本当に熱い思

いと後押しをいただいて、職員も頑張ってきたのかなと思ってお

ります。 

 今回３人の区民委員の皆様が退任なさいますが、引き続きいろ

んな場面でご一緒にきっとやっていけるんだろうと思いますし、

これからもどうぞお力をいただきたいと思っております。誠にあ

りがとうございました。 

中 井 会 長  ありがとうございました。それではこれをもちまして、第７回

の大田区景観審議会を終了いたします。本日はありがとうござい

ました。 

午後７時22分閉会 

 

 

 


